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土 質 試 験 法 の 改 訂 案 2 種

：ヒ質工 学会試験法改訂委員会

突 固 め に よ る 土 の 締 固 め 試 験 方 法

（JIS　A 　1210− 1950） 再改訂案

1．適 用
表
一1 突 固 め方 法 の 種類

　 こ の 規格 は 土 をつ ぎに 定 め る方法 で ， 規定 の モ
ー

ル ド

内に突固め た と きの ，含水比 と得 られ た乾燥密度と の 関

係を知 る た め の 試験 に適用する。

　試験は，2 ．5kg の ラ ン マ
ー

を 30　cm の 高 さ か ら自

由落下 させ る こ と に よ ワ て 土を突固 め る第 1 方法 と，

4．5kg の ラ ン マ
ー

の 45　c・n の 自由落下 に よ る第 2方法

に 分 け られ ，さ らに そ れ ぞ れ の 突固 め方法 は モ ール ドの

寸法お よ び試料中 の 土粒子 の 許容最大粒径 に応 じて ， 表

一1 に示 す方法 に 分 か れ る。

　ま た 3，に述べ る よ うに，試料の 準備 と使用方法 の 相

違 に よ っ て 試験結果 に 影響がある ときは試験 目的 に 応 じ

て その 方法 を次 の 3種 の 中か ら選ば なければならない 。

　（a ） 乾燥法 で 繰返 し法 に よ る と き

　（b ） 乾燥法 で非繰返 し法 に よ る と き

　 （c ） 非乾燥法 で 非繰返 し 法 に よ る と き

　突固 め に よ る 土 の 締固 め試験方法 の 種類は，突固 め 方

法 と試料 の 準備お よ び使用方法 の 組合 わ せ で 決ま り，そ

れ ぞ れ の 呼称 （表
一1 お よび 2 参照） を 組合 わ せ て そ れ

を示す こ とが で きる （注）
。
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図一1 モ ール ド，カ ラーお よび底板

　2．1 モ
ー

ル ド，カ ラ ーお よ び底板

　（1），（2）に 示 すよ うな 内径 ， 体積をもつ 鋼製 円筒形 の

モ
ー

ル ドで ，図一1（a ），（b）に 示 す よ うな カ ラー
の 装着 ，

お よ び 取 りは ず し の で き る底板 へ の 緊結がで き る も の 。

　（1 ） 10cm モ
ー

ル ド （図
一1（a ）参照）： 内径 10　cm ，

　　高 さ約 12．7cm ，体積 1，000　cm3 の もの 。

　（2 ） 15cm モ
ー

ル ド （図
一1（b）参照）： 内径 15　cm ，

　　高 さ 17．5cm の モ
ー

ル ドで ， 高 さ 5cm の ス ペ ー
サ

　　　　　　　　　　　 ーデ ィ ス ク を ソ ウ入 し た もの

　　　　　　　　　　　 （ス ペ ー
サ
ー

デ ィ ス クを ソ ウ

　　　　　　　　　　　 入 し た体積 は 2，209　cm3 と な

　　　　　　　　　　　 る ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．2　 ラ ン マ
ー

　　　　　　　　　　 直径 5cm の 円形 の 縁端面を も

　　　　　　　　　 ち，形状お よび重量が，（1），（2）

　　　　　　　　　 に 示 すよ うな金属製の 突棒で ， そ

　　　　　　　　　 れ ぞれ 落下高 を規定 されたとお り

　　　　　　　　　 に 調節 で き る適当 な装置がつ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 い る もの 。

　　　　　　　　　　 （1 ）　2・5kg ラ ン マ
ー

（図
一2

　　　　　　　　　　　 （a ），（c ）参照）： 重量が 2．5

　　　　　　　　　　　 kg で 落下 高 を 30　cm に 調節

　　　　　　　　　　　 で き る装置を もつ もの 。

（注）　た と えば 「試 験方法 工ユ ．a 」
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（a）25kg ラン マ ー
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　（2） 4 ，5kg ラ ン マ ー （図一2 （b），（d）参照）；重量

　　が 4，5kg で 落下高 を 45　cm に 調節 で きる 装置を

　　もつ もの 。

　落下高を調飾する ため の 装置 と し て は ，図一2 （a ），

（b）に 示 した さや状の 円筒形 の もの で も，図一2 （c），（d）

に 示す よ うな細い 鋼棒をた ば ね た形式 の もの で もよ い 。

　機械力に よ る 自動突固め装置も落下高 と自由落下の 条

件 が満足 され れ ば使用し て よ い 。

　2．3 試料押出し器

　締固 め た 土 をモ
ー

ル ドか ら押出 し，除去す る た め の

ジ ャ ッ キ また は それ に類す る装置 。 こ れ らの 装置 に よ ら

ず に ヘ ラ，コ テ などで 土をモ
ー

ル ドか ら削 りと っ て もよ

い 。

　 2．4　 バ カ リ

　10cm モ
ー

ル ドを用 V・る場合 ， ヒ ョ ウ量 10　kg
， 感量

5g の もの 。

　 15　cm モ
ー

ル ドを用 い る揚合 ， ヒ ョ ウ量 20　kg， 感量

10g の も の 。

　 2．5　 フ ル イ

　標準網 フ ル イ 38．1mm ，25．4mln ，19．lmm ，12．7

mm お よ び 4
，
760 μ 。

　2．6　含水 量 測 定 用 具

　JIS　A 　1203 土 の 含水量試験方法 に も とづ き，試料の

含水 比 を 測定する の に 必要な容器，恒温 乾燥炉，デ シ ケ

ー
タ
ー

，
バ カ リな ど一

式。

　 2．7 混合用具

　試料 に 水 を加えて 十分均
一

に な る よ うに 混合す る た め

の 容器，ね リゴ テ な ど，ある い は 適 当な容量 の ミ キ サ
ー

86

盟

を含む）

を用い て もよ い
。

　2．8 ス ト レ
ートエ ッ ジ

　長 さ約 30cm の 鋼製 で 片 刃 の つ い た

もの 。

3．試 験 方 法

　3．1 試料の準備方法

　試料 の 準備 に あ た っ て ， 採取 した 湿潤

土 を，規定 の フ ル イ を通過 させ る た め に

は ， 空気 中で適当 に乾燥させ る の が 便利

で あ る 。 し か し，自然含水量 の 高 い 粘性

土 に つ い て は ，こ の よ うな試料の 乾燥処

理 に よ っ て 締固め 試験結果に 影響 の あ る

こ と が あ り， こ の 場合に は試料の 準備 に

あ た っ て 土 を乾燥 させ な い 方法を と っ た

方が よ い 。前者 の 準備方法を乾燥 法，後

者を非乾燥法と よぶ 。

　（1） 乾燥法

　採取 した 土が湿 っ て い る 場合 ， 規定 の

フ ル イ を通す こ とが で き る よ うに な る ま で 空 気乾燥す

る 。 乾燥を急 ぐた め に恒温乾燥炉を用い る場合 に は ， 乾

燥温 度を 50℃ 以上 に して は な ら な い 。

　（2） 非乾燥法

　試験 を開始す る まで に 採取時の 土 の 含水量 が乾燥 に よ

っ て減少 し ない ように 注意する。土が非常に 湿 っ て い て

規定 フ ル イ を通過 さ せ る こ とがで きな い と きは ，そ れ を

省略し，と くに 目立 っ て粗 な粒子 を手 で 取 りの ぞ く程度

で よい 。

　乾燥法，非乾燥法 い ず れ の 場合 に も，準備 した 試料の

含水量 を試験開始前 に 測定 して お か なけれ ば な ら な い 。

　3．2 準備 す る試 料の 量

　準備 した 試料 に 加水 し て 種々 の 含水量 の 試料を作 り締

固 め試 験 に 供す る に あ た っ て ，同
一

の 試料を繰返 し使用

す る方法 （以下 ，こ の 方法 を 繰返 し 法 と よぶ ），各含水

量別 に 試料 を準備す る方法 （以 下 ，こ の 方法 を非繰返 し

法 と よ ぶ ）の 二 方法 が あ り，そ の 方法 に よ っ て準備す る

試料の 量 を変えなければ ならない
。

　非繰返 し法 は 粒子 が くだ けやす い 土 の 場合 とか ，同 じ

試料 を繰返 し使用す る こ と の 影響が強V ・ と思 わ れ た粘性

土 の 場合に適用す る。し た が っ て，乾燥法 に よ っ て試料

を準備 した 場合 に は ， 繰返 し，非繰返 しの 二 方法 の い ず

れ か が 選択 さ れ る が ， 非乾燥法 に よった と きは ，原則 と

して 非繰返 し法を用い な けれ ば な らな い 。

　準備す る 試料 の 量 は そ れ ぞ れ の 場合 に 応 じて 表
一2 に

示す量 を標準 とする。

　 3．3 試験順序

　〔第 1方法〕
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表一2 準備 す る試料の 量

方　　 　法
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5　 ず つ 8 組

　 4760μ　　12ずっ 必 要組数

38，1mm まで　5 ず つ 必 要組数

　 3．3．1

　試料をよ くか き混ぜ ，カ ラー
， 底板 をっ け た モ

ー
ル ド

に 3層に分け て 土 を突固 め る 。 突固 め 後 の 各層 の 厚 さは

大体等 し くな る よ うに し ， 突固 め 後 の 全厚が約 13c 皿 に

な る ように す る と ともに ，各層の 密着を よ くす る た め

に ，境界 と な る 層の 突き終わ っ た 面 に は ヘ ラ で 縦横 に 線

をきざみ 込 む よ うに す る。

　 3．3．2

　 ラ ン マ
ーは 2．5kg ラン マ ーを用 い ，各突固 め 面よ り

30　cm の 高さか ら，10　cm モ
ー

ル ド を用 い る 揚合 は 25

回，15cm モ
ー

ル ドを用 い る場合 は 55 回 自由落下 させ

て 土 を突固め る 。 突固めは コ ン ク リ
ー

ト床の よ うな堅固

な，平 らな と こ ろ で行な う。

　 3．3．3

　突固 め が終わ っ た ら，カ ラーを取 りは ず し て ， モ
ー

ル

ド上部 の 余分 の 土をス ト レ ートエ ッ ジ で 注意深 く削 りと

る 。 モ
ー

ル ド底板外部 に つ い た 土 を よ くふ き と り，重量

をは か る 。

　 3．3．4

　突固 ま っ た 土 とモ
ー

ル ドお よ び底板の 重量 か ら ，
モ ー

ル ド， 底板 の 重量を減 じ，10cm モ ー
ル ドを用 い た 場合

は 1 ，000 で ，15cm モ ール ドを用 い た揚合 は 2 ，209 で

除 して ，突固ま っ た 土 の 湿潤密度 rt（g！cm3 ） と す る 。

　 3．3．5

　 モ
ー

ル ドか ら突固めた土 を試料押 出 し器 な どで取 り出

し，試料中の 最大粒径に応 じ て ， 次 の よ うな個数の 含水

量測定用 の 試料 をとり， JIS　A 　1203 土 の 含水量試験方

法 に もとつ い て含水比 W を測定す る。含水量測定用試

料 の 個数が 1 個の 揚合は突固 め た 土 の 中心 部 か ら， 2個

の 場合 は そ の 上部お よ び下部か ら試料を と る。

粗粒 子 の 最 大 寸法 試料 D 必 要量 お よ び個数

約 　5 血 m

約 20mm

約 40mm

約　　509

約　 500g

約 1，00eg

2個

1個

1個

　 3．3．6

　繰返 し 法 に よ る と きは，含水量測定用 の 試料を採取 し

た残 りの 試料 をそ れぞれ規定の フ ル イ を通過す る よ うに
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な る ま で 細か くくだ い て ，適 当量 の 水 を加 え水分が均一

に な る よ うに よ く混合 し た の ち，3．3．1か ら 3．3．5 ま で

の操作を繰返す 。 試料 の 含水量 と して は 3．4．3に示 す最

適含水比 をは さん で 6〜 8 点 の 含水 比 を選 び，締固 め 曲

線が描きや す い よ うに す る。

　 3．3．7

　非繰返 し法 に よ る と き は ，3．2 の よ うに 準備した各組

の 試料 を，そ れ ぞ れ適当 な含水 比 に 混合 し ， 水 とな じむ

の に時間 の か か る士 は 含水量 が 変 わ らない よ うに それ ぞ

れ気密な容器 に入 れ 12 時間以上放置 した 後 ， 試験 に供

す る。こ れ ら各組 の 試料 は突固 め 後は 含水量測定用 の 試

料 を と っ た あ とは 捨 て る 。

　 3．3．8

　試料 の 準備 に あた っ て ，非乾燥法に よ った もの につ い

て は，3．3．7 に準 じて水 を加 え て 含水比 を変化 させ る と

と もに ， 別 の 組 の 試料 は 空気乾燥 に よ って含水比 を数段

階 に 低下 させ て 試験に供 す る 。

　〔第 2方法〕

　 3．3．9

　3．3．1 と同 じ要領に よ り，カ ラ
ー

と底板をつ け た モ ー

ル ドに 試料 を突固 め る。こ の 場合 の 層数は，10c 皿 モ ー

ル ドを用 V・る場合は 5 層 ，
15cm モ

ー
ル ドを用 い て試料

の 許容最大粒径が 19．1mm まで の 場合 は 5 層，38 ．1

mm の 場合は 3 層とする 。

　 3．3．10

　ラ ン マ
ーは 4 ．5kg の ラ ン マ

ー
を用 い ， 各突固 め面 よ

り 45c 皿 の 高さか ら 自由落下 させ て 土 を突固め る。こ

の 揚合の 各層当た りの 落下 回 数は ，10cm モ ー
ル ドを用

い る場合は 25 回 ，
15em モ

ー
ル ドを用 い て 試料 の 許容

最大粒径が 19．1mm ま で の 揚合は 55 回 ，38．1mm の

揚合 は 92 回 とす る。突 固 め は コ ン ク リ
ート床 の よ うな

堅固な ， 平 らな とこ ろ で 行 な う。

　 3．3．11

　以後の 操作お よ び措置 は 3．3．3 か ら 3．3．8 ま で の 各一

項に した が うc

　 3．4 結果 の 整理

　 3，4．1

　含水比 ue’お よ び 湿潤密度 rt か ら，そ の 土の 乾羆密

度 rd を次式 か ら求 め る 。

　 　 　 　 　 　 rt
　　　　　　　　　× 100（g！cm3 ）　 　 　 γd＝
　 　 　 　 　 w 十 100

　 3，4．2

　乾燥密度 を算術方眼紙 の 縦軸 に ，そ れ に対す る含水比．

を横軸 に と っ て 曲線で結び ，そ れ を締 固 め曲線 と よぶ 。

　含水 比一乾燥密度図 に は締固め 曲線 に 加 えて ， ゼ ロ 空

気間ゲ キ率曲線を次式 に よ り求 め 併記 し て お く。

　　　・d ・
一

、！伍 篇1、。。
（・1・   ）
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　 こ こ に rd ：
ニ ゼ ロ 空気間ゲ キ状態 に お け る乾燥密度，

rw ：水 の 単位体積重量 （g！cm3 ），　Gs ； 土粒子 の 比 重

　 3．4．3

　締固 め 曲線 に極大値があ る 揚合 に は ，そ の 値をそ の 締

固 め 方法 に よ る 最大乾燥密度 と し，そ れ に 対 応す る含水

比 をそ の 締固 め方法 に よ る 最適含水比 とす る。

4．報 告

試験 の 結果 に つ い て，つ ぎの 事項 を報告す る。

〈1 ） 試験方法の 種類 （呼称）

（2 ）　突固 め の 方法 ； 第 1 方法 ある い は第 2 方法

（3 ）　モ ー rレ ドの 内径 ： 10cm あ る い は 15　cm

（4 ） 試料 の 許容最大粒径

（5 ） 試料の 準備方法 ： 乾燥法 あ る い は非乾燥法

（6 ） 試 料 の 使用方法 ： 繰返 し 法 あ る い は 非繰返 し法

（7 ） 試料準備 に あた り乾燥法 を用い た場合は ， 乾燥

　処理前後 の 含水 比

（8 ）　締固 め曲線お よ び最大乾燥密度 ， 最適含水比

（9 ） 土粒子 の 比 重

〔エ0） 制限粒径以上 の 粗粒分 の 乾燥重量百分率

CBR 　　試 験　　方　　法

（JIS　A　1211−1953）改訂案

1，適 用

　 1・1　 こ の 規格 ぽ ， 貫入法 に よ っ て CBR を決定す る

試 験方法 に つ い て規定す る。

　 1．2CBR と は ， ある貫入深 さに おけ る試験荷重強 さ

の ，そ の 貫入深 さ に おけ る標準荷重強 さに 対す る 比 をい

い ， こ れ を百分率 で 表 わ す 。

　 1．3　 こ の 試験 に は ， 乱 した 土 の 供試体の 室内試験，

乱 さない 土 の 供試体 の 室内試験お よ び現場試験の 3 方法

があ る 。

2．乱 した土の 供試体 の室 内試験

　乱 し た土 の 供試体の 室内試験は，試料中の 土粒 子 の 許

容最大粒径 19．1m 皿 あ る い は 38．1mm に応じ て ， そ

れ ぞ れ つ ぎの 2 方法 に 分か れ る 。

　 2．1 第 1方法 （土粒子 の 許容最大粒径 19．1mm の

場 合）

　 2．1．1　 試験用具

　（1 ） モ
ー

ル ド，カ ラ ーお よ び有孔底板 JIS　 A 　 1210

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15cmモー」レド
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図一1 モ ール ド，カ ラ
ーお よび有孔底板

突固め に よ る 土の 締固め 試験方法 2．1 （2）に規定す る

15　cm モ
ール ドで ， 高 さ約 5cm の カ ラ

ー
の 装着，お よ

び取 りはずしの で き る有孔底板へ の 緊結 が で き る もの

（図
一1 参照）。底板 の 孔 の 直径 は 2mm 以下 とす る 。

　（2 ）　 ス ペ ーサーデ ィ ス ク 　直径 14 ，8cm ，高さ 5cm

の 金属製円柱形 の ス ペ ーサーディ ス ク。

　（3 ）　 ラ ン マ
ー
　 JIS　 A 　 1210 突 固 め に よ る 土の 締固

め 試験方法 22 ラ ン マ
ー

に 規定す る 4 ．5kg ラ ン マ ー

（図
一2 （a ）， （b）参照）。

　（4 ） 貫入 ピ ス トン 　直径 5cm の 円形の 縁端面をも

つ 長 さ 20cm の 鋼製 円柱形 の もの （図
一3 参照）。

　（5 ） 載荷装置　容量約 5t で 貫 入 速 さ を 1 分間 1

mm に 調節で き る もの 。

　（6 ） 検力計　予 想され る荷重 強さ に 応 じ て，500〜

　 L
約5

「
一

〔n ）

50φ

柄を含む ｝

〔b＞

50φ

図
一…2　ラン マ ー

〔柄を含む1g

◎
1単位： mm ）

土 と基礎，15− 11
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5，000kg の 容量 の もの で ， 感量 が 11100

以下 の もの 。

　 （7） ダイ ヤル ゲ
ー

ジお よ び取付 け具

働長 20　mm 以上 で ，
11100　mm 読 み の

もの 2 組 。

　（8） 軸付き有孔板　吸水膨 張測定 に

用 い る黄銅製 の も の （図
一4 参照）。板

の 孔 の 直径 は 2mm 以下 とす る 。

　 （9） 荷重板　重量 1 ．25kg の 鉛 製

の もの 4 個以 上 （図一5 参照）。

　（10） 膨張測定用ダイ ヤ ル ゲージ お よ

び 三 脚　1 組 （図
一6 参照 ）。

　（11） 試料押出し器 締固 め た土をモ

e −

〔早 1皇 ；mm ）

図一3 貫入 ピ

　 　 　 ス トン

一
ル ドか ら押 出 し て 除去す る た め の ジ ャ ッ キ ， ま た は そ

れ に 類す る 装置（こ れ らの 装置 に よ らず に ヘ ラ ，
コ テ な

どで土をモ
ール ドか ら削 り と っ て もよ い ）。

　（12） ノ
・カ リ　 ヒ ョ ウ量 20kg

， 感量 10　g の もの 。

　（13） フ ル イ 　標準網 フ ル イ 19．1m 皿 お よび 4
，760μ 。

　（14） 含水 量 測 定用具 JIS　A 　1203 」：の 含水量試験

方法 に も とづ き ， 試料の 含水量 を測定する の に必 要な

容器，恒温乾燥炉 ， デシ ケ ーター一，バ カ リ な ど一式。

　（15） 混合用具　試料に水 を 加 え て 十分均一に な る よ

うに混合する た め の 容器，ね り ゴ テ な ど。あ るい は 適当

な容量 の ミ キ サーを用 い て もよ い 。

　（16） ス トレ ート エ ッ ジ 長さ約 30cm の 鋼製 で 片

刃 の つ い たもの 。

　（17） そ の 他 水ソ ウ，密閉試料箱，メ ス シ リ ン ダ
ー

（500cc ま た は 1，000　cc の もの ），ス プーン ，コ シ 紙 ，

ス トッ プ ウ ォ ッ チ など。

　2．1．2　試料 の 準備

　（a ） JISAl210 突固 め に よ る 土 の 締固 め試験方法

3．1 （1）お よび （2） の 規定 に し た が っ て 試料を準備す

る 。 た だ し ， （1）乾燥法 に した が っ て 試料を乾燥 して 細

か くと きほ ぐ し た と き，標準網 フ ル イ 19．1m 皿 に と ど

ま る もの は，同重 量 だ け 標準網 フ ル イ 19．1mm を通過

5

L − 　　 1．，8，，
1馴立：rrr ：E

図
一4　軸付 き有孔板

し標準網 フ ル イ 4，760 μ に とど まる 粒径 の もの と入れ

換 え る。こ の 揚合 に 送 付 さ れ た 試料と試験試 料の 粒度

を ，
　 19 ．1mm と 4

，
760 μ フ ル イを用 V ’て は か っ て お か

なけれ ば な らない 。

　（b） 準備する 試料の 量 は，JIS　A 　1210 突固め に よ

る土の 締固 め試験方法 3．2の 規定に準じ て ， 乾燥法 で非

繰返 し法 に よ っ た とき ， な らび に 非乾燥法 （非繰返 し法

に か ぎる ） に よ っ た と き， い ずれ も標準網 フ ル イ 19．1

mm を通過 し たもの 約 5kg ずつ 必 要組数を準備す る。

　2．1．3 供試 体 の 作製

　（1 ）　最適含水 比 お よ び 最大乾燥密度の 決定

　供試体の 作製に先立 ち ，試料 の 最適含水比 を求め る た

め ，JIS　A 　1210 突固 め に よ る土 の 締固 め試験方法 の 規

定 に したが っ て 締固 め 試験 を行 な う。

　（a ） JIS　A 　1210 突固 め に よ る土 の 締固 め 試験方 法

の うち ， 突固 め 方法 2．4 の 規定 に し た が っ て 試験 を行 な

う。ただ し．モ
ー

ル ドに 入れ た ス ペ ー
サ
ー

デ ィ ス クの 上

に コ シ 紙 を敷 く。

　（b） 試験 は，乾燥 法 ，非乾燥法 い ずれ の 場合 も引繰

返 し法 に よ って 行な う。

　（c ） 試験 の 結果 は ，JISA1210 突固め に よ る土 の

締固め試験方法 3．4 の規定に し た が っ て整理する。

　（2 ）　供試体の 突固め

　 （a ） 締固 め を行な っ た 残 りの 試料 に つ い て ，最適含

水 比 との 差が 1％ 以 内に な る よ うに 水 を加 え ， 水分 が均

一
にな る よ うに よ く混合 し，含水量が変わ らな い よ うに

気密 な容器 に入 れ て試験に供す る。最適含水 比 以 外 の 含

水比 で 試験 に供す る場合に は ， そ の 旨を報告書 に 記載す

る。

　 （b ） カ ラーと有孔底板 を結合 した モ
ー

ル ドに ス ペ ー

サ
ー

デ ィ ス ク を入れ，そ の 上 に コ シ紙を敷く。

　（c ）　（a ） で 準備し た試料を用 い て ，JIS　 A 　1210 突

固め に よ る土 の 締固め試験方法 の うち ， 突固 め方法 2．4
の 規定 （同法 の 表

一1 参照）に し た が っ て 供試 体 を作

る 。 最大乾燥密度以外 の 乾燥密度で 供試体を作る場合に

November ．1967

＼
重量i、IEKgLζ る厚さ

　 　 　 　 　俥1亘 ：rT ．，

図
一5 荷重板

　　　　　　　　　　　　 トー7i＿4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位 ：mm ）

図
一一6 膨張測定用 ダイヤ ル ゲージ お よび 三 脚
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は ，そ の 旨を報告書に 記載す る。な お ， 突固 め る ま え に

試料 の 含水 量 を調 べ
， も し最適含水比 と 1％ 以上，あ る

い は最適含水 比 以外 の 所定 の 含水量 で 突固 め る 場合に は

所定 の 含水量 とあ る 程度注 1）以上差があれ ば，ふ た た び

含水量 を調節 し ， ま た は 改め て試料を準備 して か ら供試

体 を作 る 。

　（d） 突固 め が終 わ っ た ら，カ ラーを取 りはずして ，

モ
ー

ル ド上部 の 余分の 土 をス トレ ー
トエ ッ ジ で 注意深 く

削 り と る。粗粒材料 を取 りの ぞい たた め に 表面 に で き る

穴 は細粒 の 材料 で 埋 め る 。

　（e ） 外部 につ い た土 を よ く ふ き と り，重 量 を は か

る 。

　備考 ；含水 の 影響の 大 きい 土 ，ま た は膨張性 の 土 は ，

　　　　そ の 含水量変化 に 細心 の 注意 をは らわ なければ

　 　 　 　 な ら ない 。

　 2．1．4　吸水膨張試験 注 2）

　（a ）　 コ シ 紙 を有孔 底板の 上 に敷き，供試体 を静 か に

転倒 させ て コ シ紙 に 密着す る よ うに有孔底板 に 再 び 結合

す る 。

　（b） 供試体の 上面 の コ シ 紙の 上 に軸付き有孔板を 置

き，そ の 上 に 5kg の 荷重を載せ る 。
5kg 以外 の 荷重 を

載 せ る 揚合 注 3）に は ，そ の 旨を報告書 に 記載す る 。

　（C ）　上 の 装置を図
一

7 の よ うに水浸し，モ
ー

ル ドの 縁 に膨張測定用 の

三 脚 とダイ ヤ ル ゲージと

を 正 し く設置す る。ダィ

ヤル ゲージの 最初の 読み

を記録 し て か ら水中 に

96 時間注 4）静置 し，原則

と し て 1，2，4，8，24，

48，72，96 時間後 の ダ イ

ヤ ル ゲ
ージ の 読み を記録　　　図一7 吸 水 膨張 試験

す る。

　（d ） ダイ ヤ ル ゲージ の 最後 の 読み を記録 して か ら，

三 脚 とダイヤ ル ゲージ と を除き ， 水 中か ら取 り出 して荷

車板 を載 せ た まま静 か に 傾 け，た ま っ て い る水 を き っ て

か ら約 15 分間静置 した の ち重量 を は か る 。

　（e ） 次式 に よ り膨張比を計算す る 。

　　　　　　ダイ ヤ ル ゲージ の 終＿ダイ ヤ ル ゲージ の

晦 比一わ りの

灘鵜 初 。鰲黠
（mm ）

注 1）　 あ る程度 と iち CBR 試験結果 に 明 り ょ ）な 差 が 表 わ れ る 程 度 を

　 　 い ラ。
注 2）　 こ の 試験 は ．技術者 の 判断 に よ b 行な わ な い こ とが あ る 。また 吸

　 　 水試験 は 行な って し膨 張量 の 測定を 省略す る こ と も書丿る。
注 3）　舗装部の 重 さ に 相当す る 荷重 を載 せ る 場 合に は ，舗装部 め 重 さ

　 　 ±2kg に 相当す る荷重 を載せ る。
注 4） 96時問以 内 に膨張 が rL ま っ た と認 6：・られ る場合，また ぽ 吸水 の 速

　　 い 土質 で 水浸時間を 短 く して も試験結果 に 影 響 しな い 場 合 には ，
　 　 水浸 時間を短 く して もよ い 。
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　　　　　 × 100 （％）

　 2．1．5　貫入試験

　 （a ）　供試体の 上 に ，2．1．4 （b） と同 じ重量 の 荷重板

を載せ る。

　 （b） 載荷装置 に供試

体 お よ び貫入 ピス トン を

図
一8 の よ うに取 りつ け

る。貫入 ピ ス トン を正 確

に 供試体 の 中央 に す え つ

け ， 供試体 と密着させ る

が，こ の 場合 の 荷重 は 5

kg 以 下 と し ， こ れ を試

験 の ゼ ロ 荷重 とす る 。

（・ ） 載荷装置 の 検力 　 　 固 定 台

計の 読み を記録す るか ，

　　　　　　　　　　　　　　 図
一8 貫入試験

ま た は ゼ ロ に合わ せ る 。

貫入量をは か る ダイ ヤ ル ゲージ を モ
ー

ル ドの 縁 にす えて

ゼ ロ に合わ せ る。

　（d ） ピ ス トン が 1 分間 に 1mm の 速 さで供試体に

貫入 する よ うに，な め らか に 荷重 を か け ，貫入 量 が 0．5 ，

1．0，1．5 ，2．O，2 ．5，3．0 ，4 ．0，5．0，7，5，10．0 ，12．5mm

の とき ， そ れ ぞれ に対する検力計の 読みを記録す る注 5）。

貫入 量が 12．5mm に な る ま え に 検力計 の 読み が最大値

に達し た と きは ， そ の ときの 荷重強 さと貫入 量 と を記録

して お く。

　（e ） 最後 の 貫入量 に おける 検力計の 読み を記録した

の ち，荷重 をの ぞき，載荷装置か ら供試体 をは ずす 。

　（f） 試料押出し器を用い て モ ー
ル ドか ら土を押 し 出

しな が ら ， 供試体 の 表面 か ら 0．5〜3．Ocm の 範囲で，

細粒土の 場合 ユ00g 以上，粗粒土 の 場合 500　g 以上の

試料 をと って 含水量を は か る。

　 Zl ．G　 CBR の 計算

　（a ） 試験 の 結果 か ら貫入荷重強 さを kg！cm2 で 表わ

し，荷重強 さ
一
貫入 量曲線 を描 く注 6） （図

一9 参照）。 曲

線 2 の よ うに荷重強さ一貫入 量 曲線が 上向 きに へ こ む よ

うな場合 に は ， 図
一9 に示 す よ うに 荷重強 さ一貫入量曲

線 の 変曲点 に おけ る切線 を引 き，切 線と横軸 との 交点を

貫入 量 の 原点 と し て 荷 重 強 さ一
貫入 量 曲線 を 修 正 す る 。

　（b ） （a）で 求 め た荷重強さ
一
貫入量曲線 の 貫入量 2．5

お よ び 5．Omm に お け る 荷重強 さを 読み と り， 次式 か

ら CBR を計算す る注 7）
。

　　　　　　 試験荷重強 さ
　 　 　 CBR ＝　　　　　　　　　　　　 x100 （％）
　　　　　　 標準荷重 強 さ

標準荷重強 さは 表
一1 の 値 を用 い る 。
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注 5） 貫 入 量 10．0 お よ び 12．5mm の と き の 検力 計 の 読 み を省略 し て

　 　 もよ い 。
注 6）　貫 入荷 重 強さ を kg で表わ して t”よ い 。そ の 場合は荷 重

一
貫入量

　 　 曲 線を 描 くe
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図一9　荷 重強 さ一貫入量 曲線

表一1 標準荷重強 さお よ び標 準荷重 の 直

貫 入 量 （mm ） 鮮 艫 醂 （・・！・m ・
）［標 準 硬 （k・）

2，55
．07
．510
．012
．5

70105134162

｝『3

1，3702
，03D2
，6303
，18D3
， 

　 （c ） 通常 ，CBR は，貫入量 2．5 皿 m に お け る値を

とる 。 貫入量 5．Omm に お け る CBR が 2．5m 皿 の も

の よ りも大 きい 場合 に は ， あ らため て供試体 を作 り直 し

て 試験 を繰返 し，同 様 の 結果を得 た と き は 5 ，0mm の

と きの CBR を と る。

　 2．2　第 2 方法 （土粒子 の 許容最大粒径 3B．1mm の

場合）

　 2．2．1 試験 用具

　 （1 ）　 フ ル イ　標準網 フ ル イ 38 ，1mm

　 〔2 ） そ の他　2．1．1 に 示 す もの と 同 じ 。

　．2．2．2 試料の 準備

　 （a ） JIS　 A1210 突岡 め に よ る 土の 締固 め試験方法

3．1 （1） お よび （2）の 規定 に し た が っ て 試料を準備す

る。

　 （b ） 準備す る試料 の 量は ， JIS　A 　1210 突固 め に よ

る 土の 締固 め試験方法 3．2 の 規定 に 準 じて ，乾燥 法 ，非

，繰返 し法 に よ った と き，な らび に非乾燥法 （非繰返 し法

、．に か ぎる） に よ っ た と き，い ずれ も標準網 フ ル イ 38．1

mm を通過 し た もの 約 5kg ずつ 必 要組数とする。

注 7）　貫入 荷 重 強 さを kg で 表わ し た場合は ，荷 重
一
貫入 量 曲線 の 貫入

　 　 量 2．5   お よ ひ15 ．Omm に お 1ナ硝 動 読み と ワ，次式力・ら
　 　 CBR を 計算す る ．

　　　　CBR 一魏鼈 ・ 1・・…

　 　 標 準荷 重 は 表
一．1 の 値 を 用い る 。
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　2．2．3 供試体 の 作製

　（1）　最適含水比 お よ び最大乾燥密度 の 決定

　2．1．3 （1） と同 じ。た だ し JIS　A 　 1210 突固 め に よ

る 土 の 締固め試験方法 の うち ， 突固め 方法 2．5 の 規定

（同法の 表一1 参照） に し た が っ て 試験 を行な う。

　（2 ）　供試体 の 突固 め

　2A 　，3 （2） と同じ。た だ し JIS　 A 　 1210 突固 め に よ

る 土 の 締固 め試験方法 の うち ，突固 め方法 2．5 の 規定（同

法 の 表
一1 参照） に し た が っ て 供試体 を作 る 。

　 2．2．4　吸水膨 張試験　 2．1．4 と同 じ 。

　 2．2．5 貫 入 試験　2．1．5 と同 じ。

　2，2．6CBR の 計算　2．1．ffと同じ。

3，乱 さない ± の供試体 の 室内試験

3．1 試験用具

　（1 ）　カ ッ タ
ー
　図一10に 示 す よ うな もの で ，鋼製 の

もの 。

図
一ID　 カ ッ タ

ー
：mx ）

　 （2） そ の 他　ラン マ
ー

お よ び フ ル イ を除い て 2．1．1

に 示 す も の と同 じ。

　 3．2 供試体の 採取 お よ び 整形

　 （a ） 現揚 の 代表的な個所 に カ ッ タ
ー

を付けたモ
ー

ル

ドを注意深 く押込み ， 自然状態の 供試体 を採取す る 。

　 （b ） モ
ー

ル ドを押込む こ との で きない 場合は ， 土 の

組織をゆ る め な い よ うに 周 囲を掘 り，直径約 15cm の

円柱形 に削 りなが らモ ー
ル ドを か ぶ せ て 供試体 を採取す

る 。 ある い は ，土 の 組織をゆ る め ない よ うに 注意 し な が

ら，十分な大きさの 土塊を採取 し て 直径約 15cm ，高さ

約 17c 皿 の 円柱形に整形 し，こ れ に モ
ー

ル ドをか ぶ せ

て も よ い 。モ ー
ル ドと供試体 と の す き 間 は，溶 か した パ

ラ フ ィ ン そ の 他 を用 い て充テ ン する。

　 （c ） 室内試験 に先立 っ て ，ス ペ ー
サ
ー

デ ィ ス ク その

他を用い て試料をモ
ー

ル ド端か ら数 cm 押出し ，
モ ール

ドの 縁 の 而 に削り落 と し て ， ス ペ ーサ ー
デ ィ ス ク が は い

る よ うに 整形す る 注 8）。削 り落 と し た 試料 を用 い て含水

量 をは か る。

　（d） 供試体の 密度を は か る。3．2 （b） の 場合は ， 供

試体 の 採取個所付近 で 密度 を は か る 。

　 3．3　吸水膨張試験　2．1．4 と同 じ 。

　 3．4　貫 入 試験 　 2．1．5 と 同 じ。

　3．5CBR の 計算　2．1．6 と同じ。

注 8）　ス プ ワ ットモ
ール ドを用 い れ ば 整形に 便利で ある 。
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4。現 場 試 験

　4，1 試験用具

　（1 ） 荷重　 トラ ッ ク そ の 他移動 の 簡便 な も の で ，載

荷装置に対 して荷重 とな る こ とが で きる もの 。

　（2 ） 載荷装置　予想 され る 荷重強 さ に応 じ て 500〜

5
，
000kg の 容量 の もの で ，感量 が そ の 11100 以下 の 検

力計 の つ い た オ イ ル ジ ャ ッ キ ま た は ス ク リ ュ
ージ ャ ッ キ

と球座 とか らな り， ピ ス トン の 貫 入速さを 1分間 1mm

に 調節で きる もの 。

　（3 ）　 ダイ ヤ ル ゲージお よ び取付け装置 働長 20mm

以上 で，1／100  読み の もの 襯 。

　（4 ）　ダイ ヤ ル ゲージの 支持 台。

　（5 ） 貫入 ピ ス トン 荷重板 2．1．1 と同 じ。

　 （6） そ の 他　乾燥砂 ， ス コ ッ プ ， 手 ス キ な ど。

　4．2 試験 方 法

　（a ） 試験個所 の 表面 を 直径約 30c 皿 の 水平な 面 に

仕上げる 。 平 らに仕上げられ な い 個所は乾燥砂を薄く敷

き な ら し，平らな面 に仕上げ る 。

　（b） 図
一11 の よ うに器具を取付け る 。

　（c ） Zl ，4 （b） の 規定に準 じて 荷重板 を載 せ る 。

　〔d ） 2．1．5 に 規定す る方法 に 準 じて貫入試験を行な

う。

　（e ） 貫入試験 の 終 了 後 ， 試験個所か ら 表
一2に 示す

量 の 試料を採取 して含水量をは か る 。

　　　　　　 表
一2 含水 量測 定用 試料の量

土粒子 ・最 大寸法 聖虹 L 試料・ 必要 量 （・ ）

約　40

約　20

約　 5

約 1，00D
約　 50D

約　 100

（f ） 試験個所 の 付近 で 土 の 密度をは か る 。

4．3CBR の 計算　 Zl ．6 と同 じ 。

5．報 告

　試験 の 結果 に つ い て ， 次 の 事項 を報告す る。

　5．1 乱 した 土 の 供試体の 室内試験 の 場合

　（1 ）　第 1方法 の 揚合

　（a ） 試料準備方法 ：乾燥法あ る い は 非乾燥法

　（b） 送付試料 の 粒度 ： 19．1mm 以上， 19．1mm 〜

4，760 μ，4 ，760μ 未満 の 各重量百分率

　（c ） 試験試料 の 粒度 ： 19．1 皿 m 〜4，760 μ，4，760 μ

未満の 各重量 百 分 率

　〔d ）　含水 比 ：試料準備に あ た り乾燥法を用い た場合

は 乾燥処理前後 の 含水比 と最適含水比 ，非乾燥法を用 い

た 場合は最適含水比 ま た は 自然含水比

　（e ）　供試体 の 条件 ： 水浸あ るい は非水浸
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　 　 旨 一一．一．　　　　 ．．．−500m以上　　　　　　　一一一一引

　 　 　 　 　 　 　 　 図
一11　 現場試 験 装置

　 （f） 膨張量

　（g ）　吸 水膨 張 試験後 の 平均含水 比 と乾燥密度

　（h） 貫入試験後の 上部含水比 （貫入部）

　（i） 水浸 ま た は非水浸供試体 の CBR と，対応す る

貫入量

　（j） 乱 した 土 の 締固 め曲線

　 （k ）　 そ の 他

　（2 ）　第 2 方法の 場合

　5．1（1） と同じ。ただ し，（b）送付試料 の 粒度は 38．r

mm 以上 の 重量 百 分率を報告し，また，（c ）試験試料の

粒度 は 除 く。

　5．2 乱 さな い 土の 供試体の 室内試験 の場合

　 （a ） 含水比

　（b）　供試体の 条件 ：水浸あ る い は非水浸

　（c ） 膨張量

　（d） 吸水膨張試験後 の 平均含水 比 と乾燥密度

　（e ） 貫入試験後 の 上部 含水比 （貫入部）

　（f） 水浸 ま た は 非水浸供試体 の CBR と，対応す る・

貫入量

　（g ） 乱さな い 土の 乾燥密度

　（h） そ の 他

　 5．3　現場試験 の 場合

　 （a ） 含水比

　（b ）　乾燥密度

　 （c ） CBR と，対応す る 貫入量

　　　　　　　　　　　　　（原 稿受付，1967，9，エ8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　土 と基礎，15− 11t
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